袋井市スポーツ協会

スポーツ教室・助成金交付要綱 
１　目 的 

この要綱は、スポーツの普及振興として市民対象に実施するスポーツ教室に伴う経済的負担の軽減を目的とし、予算の範囲内において助成金を支出することについて、必要な事項を定めるものとする。
２　交付対象 

袋井市スポーツ協会に登録する競技部が主催する教室で、競技部委員会が認めた一種目一教室に交付するものとする。
３　事業内容 

(1)　スポーツ教室は次の対象及び目的、さらに継続的に行なうものと会場を分散して行なうものによって区分する。 

ア 初心者（一般市民）対象とし競技の普及を目的としたもの 

イ 競技者（登録者）対象とし競技力向上を目的としたもの 

ウ 競技者（登録者）対象とし底辺拡大を目的としたもの 

	対象区分 
	目的区分 
	開催形式とその略称 

	一般市民 
	ア）競技普及 
	① 普及継続型 
	② 普及分散型 

	登録者 
	イ）競技力向上 
	① 向上継続型 
	② 向上分散型 

	登録初心者
	ウ）スキルアップ
	① 拡充継続型 
	② 拡充分散型 


(2)　スポーツ教室の対象者 

原則、袋井市民とする。ただし袋井市以外の住民が競技部の登録者に含まれている場合は、この限りでない。 

(3)　講師 

競技部内部又は外部の講師に競技部が選定及び依頼し実施する。 

(4) 実施条件 
次の表とする。 

	時間 
	回/週 
	人数 
	会場数 

	継続型 
	１回2～4時間 

延べ16時間以上
	1～2回 
	15人以上 

5～14名 
	１箇所 

	分散型 
	１回2～4時間 

延べ8時間以上 
	１回以上
	15人以上 

5～14名 
	４箇所以上 


なお、実施条件を満たしていない競技部は袋井市スポーツ協会と協議の上、開設することができる。 

(5)　開催条件 

①　登録競技部の合同練習会や貴競技部主催の定例のスポーツ教室や合同練習会に併せて実施することはできない。 

2 競技の特殊性、会場や講師の都合により市外で開催が必要な場合は、袋井市ス
ポーツ協会と事前協議を必要とする。 

４　助成金額 

毎年予算の範囲内でスポーツ教室開設の助成をする競技部数を決定する。
なお、助成対象競技部が多数の場合は、均等割した金額とする。 

(1) 継続型の開催を選択し、参加者数が15名以上の場合上限４万円、14名以下の場合上限２万円とする。（ただし、助成対象競技部が多数の場合は、上限４万円以下となる。）
(2) 分散型の開催を選択し、実施時間が8時間以上の場合上限２万円、16時間以上の場合４万円とする。 （ただし、助成対象競技部が多数の場合は、上限４万円以下となる。）
５　助成対象 

スポーツ教室の開設に当たって助成の対象となる教室は、１教室当たり５０，０００円を超える事業を対象とする。

経費区分は次のとおりとする。 

（1）報償費（講師謝礼等）、旅費（市外講師の交通費等） 
（2）会議費（運営のため）

（3）需要費（消耗品費、会議費、食糧費（参加者の分は不可）、印刷費）

（4）役務費（通信運搬費（切手代等）、手数料）

（5）会場使用料 
受講者のための弁当や参加賞を購入する代金は含まない。
※　講師謝礼金の支払額については、講師の社会的な相場を考えて支出することが望ましい。競技部の指導者が講師になる場合には、参加者の参加料の負担が重くならないよう配慮して出額を決定すること。１時間あたり1,000円から1,500円以内が適当である。
６　実施要領 

次の要領により実施する。 

（1）申請書が受理され、開催助成決定が出たものについては、各競技部において開催要項又は募集案内等の書類化されたもの（ホームページでも可）を作成し、参加対象者に配布し周知する。 

(2) スポーツ教室を計画書に沿って実施する。この際、特別な事情により日程や会場変
更が生じた時には、速やかに会長宛へ計画変更を届ける。 

(3) 助成の決定通知をした後、計画変更を届け出ない場合や特別な事情もないのに計画を履行しなかった場合は助成金を返還してもらうことがある。 

７　申し込み及び報告 

申し込み及び報告は次のとおり行なう。 

(1)　申込様式は、別紙のとおり定める。 

①　スポーツ教室助成金交付申請書　（様式６－１）
②　スポーツ教室計画書　　　　　　（任意様式） 

③　収支予算書　　　　　　　　　　（任意様式）
④　請求書　　　　　　　　　　　　（様式６－２） 

(2)　申込期限は、毎年競技部長会にて説明した翌日から６月の定められた日までとする。
(3)　実施結果報告様式は、別紙のとおり定める。 

①　スポーツ教室実施結果報告書　　（様式６－３） 
②　収支決算書　　　　　　　　　　（任意様式） 

③　添付書類　　　　　　　　　　　（配布資料、写真３枚以上、出席表など） 

(4)  報告期限は、スポーツ教室終了後、１ヶ月以内とする。 

(5)  申込及び報告先は次のとおりとする。 

袋井市スポーツ協会 会長 宛 

８　決定方法 

申請のあった競技部には次のとおり決定する。 

（１） 申請書及び添付書類を事務局で要綱に基づき審査し、合格した時には、競技部に対し内定通知を出す。 

（２） スポーツ教室終了後に、実績報告書を審査し合格の場合には、申請額に基づき助成金額を確定し、競技部に支払うものとする。 
９　附 則 
この要綱は、平成21年４月１日から施行する。 

　　この要綱は、平成27年４月１日から施行する。
	　　　　　　　　　　　　　　　継　続　型 

	① 配分時間：２～４時間／回
② 週回数：１～２回／週
③ 合計時間：16時間以上　　　　　　
④ 対象：同一人物 

⑤ 定員：15名以上
（競技人口によって考慮する）
	参加者が15名以上の場合は上限４万円
参加者が14名以下の場合は上限２万円


	　　　　　　　　　　　　　　分　散　型

	① 配分時間：２～４時間／回
② 会場数：延べ４会場以上
③ 合計時間：８時間以上 

④ 対象：会場によって変更 

⑤ 定員：15名以上
（競技人口によって考慮する） 
	総時間 8時間以上の場合は上限２万円
総時間16時間以上の場合は上限４万円



＊スポーツ教室は他の事業とは独立したものであり、競技部の合同練習会や
　貴競技部主催の定例のスポーツ教室や合同練習会に併せて実施することはで
　きない。 

＊助成対象から参加者の弁当代や参加賞、役員の懇親会費用は除かれます。
　すなわち、弁当代等を除き、講師料や消耗品、郵送費などの支出合計が上限
　金額を超えていればよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
